
甲府市議会「創政こうふ」行政視察報告書 

① 実施日時 

平成30年11月1日(木) ～ 11月2日(金) 

② 視察先・視察内容 

愛知県刈谷市   「日本女性会議開催への取り組みについて」 

愛知県北名古屋市 「思い出ふれあい事業（回想法事業）について 

③ 参加者 

「創政こうふ」8名 

(桜井正富、金丸三郎、清水仁、山中和男、天野一、小沢宏至、望月大輔、向山憲稔) 

④ 視察報告 

⑴ 愛知県刈谷市 

「日本女性会議開催への取り組みについて」（報告者：天野一） 

実施日時 11月1日(木) 

対応者 

    刈谷市役所 市民活動部 市民協働課 課長          加藤 雄三 

    刈谷市役所 市民活動部 市民協働課 課長補佐兼地域支援係長 藤井 昭仁 

    刈谷市役所 市民活動部 市民協働課             塚本 貴子 

〒448-8501 愛知県刈谷市東陽町 1丁目 1 番地 

TEL（0566）95-0002  FAX（0566）27-9652 

 

● 刈谷市の概況 

（面積：50.39 km2  人口：151,600 人  世帯数：65,660 世帯） 

刈谷市は、愛知県のほぼ中央に位置し、トヨタ自動車の前身である豊田自動織機の創業地でも

あり、市の中央部には最先端技術を駆使した自動車関連産業の工場が並び、活気に満ちあふれて

いた。また、伊勢湾岸自動車道にある刈谷ハイウェイオアシスは、2017 年の年間入場者数が 884

万人で、これは日本の遊園地やテーマパークの中では、東京ディズニーリゾートとユニバーサル・

スタジオ・ジャパンに次ぐ数字であり、連日多くの人でにぎわっている。 

 

● 視察の目的 

 2021 年に開催される「日本女性会議」の開催地が甲府市に決定したことを受け、その前年と

なる 2020 年の開催地の愛知県刈谷市を視察し、誘致に至った経緯や準備状況を調査研究する。 

なお、「日本女性会議」の開催地の選定は、その前年の開催地に決定権があり、平成 30年 9

月に開催された「日本女性会議 2020 あいち刈谷」の第１回実行委員会総会で、2021 年の開催地

に本市が選定されている。 

 

● 日本女性会議とは 

全国から約 2,000 人の参加者が集い、男女平等参画社会の実現に向けた課題の解決策を探る

とともに、参加者相互の交流の促進や情報のネットワーク化を図ることを目的とした国内最大

級の会議であり、国連婦人の 10 年を契機に 1984 年に愛知県名古屋市で第１回大会が開催さ

れ、以来、県庁所在地や政令指定都市などを中心に全国各地で開催され、平成 30 年度は 10 月

12 日から３日間、石川県金沢市で 35 回目となる「日本女性会議」が開催されている。 

 

● 刈谷市の取り組みについて 

開催に向けての誘致活動の経緯について 

「日本女性会議」を誘致し、多くの参加者を迎えることで、市民の男女共同参画に対する関

心を高め、意識啓発を図る目的で誘致を行った。また、誘致に際し、東京オリンピックや市制

施行 70 周年である平成 32 年に誘致し、市制 70周年事業として行うことが最も効果的と考え

た。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8A%E5%9C%92%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%BA%E3%83%8B%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%82%BE%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%AA%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%91%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%82%B8%E3%82%AA%E3%83%BB%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%91%E3%83%B3


● 現在までの取り組みと今後取り組むべき内容について 

（1）現在までの取り組み 

平成 28 年度 

・女性会議の調査及び平成 32 年度の開催申請に向けた準備活動 

・女性団体や事業所に開催内容を説明、誘致に対する賛同を依頼 

 

平成 29 年度 

・栃木県佐野市長に申請（7月）、開催地に選定される（9月） 

・第一回準備委員会開催（2月） 

・市民向けワークショップ開催（3月） 

 

平成 30 年度(10 月まで) 

・市民向けワークショップ開催（5、6月）、サポータークラブ募集開始 

・第２回準備委員会開催（7月） 

・「日本女性会議 2020 あいち刈谷」第１回実行委員会総会開催（9月） 

・市民向けワークショップ開催（9月） 

・「日本女性会議 2018in 金沢」で刈谷大会の PR活動（10月） 

 

（2）今後取り組むべき内容 

 ・各部会(総務部会、企画部会、おもてなし部会)の部会員募集 

 ・庁内プロジェクトチームの検討 

 ・刈谷大会テーマ及びシンボルマークの決定 

 ・平成 31、32 年度事業計画、収支予算案の検討 

 

● 開催による効果について 

① 「若く活気のあるまち、刈谷」での開催にあたり、会議の企画運営に携わるスタッフに

も若い世代を積極的に登用し、若年層も参加しやすい大会とする。 

② 女性を取り巻く課題の解決には、男性の理解、意識改革は不可欠であるとの認識に立

ち、男性の意見も取り入れ、男性も参加しやすい大会とする。 

③ 地元企業との連携を密にし、企業の男女共同参画や女性活躍推進の取り組みを広く発信

するとともに、企業グループのネットワークも活用することで、社会全体の意識改革を目指

す。 

④ 日本女性会の開催を一過性のものとせず、刈谷大会の開催を通して、本市及び周辺地域

の女性団体や関係団体、企業とのネットワークを構築し、開催後も持続可能な取り組みの企

画立案を目指す。 

⑤ 愛知県や県内自治体との連携しながら、おもてなしの心で全国から訪れる参加者を歓迎

し、愛知、刈谷の魅力を発信する大会とする。 

 

● 課題（財源等） 

① 組織体制の強化 

 本市に女性会議を担う市民団体のネットワークが存在せず、行政主体で誘致活動を行って

きたため、市内及び県内の女性団体等に協力を呼びかけ組織体制を強化していく必要があ

る。 

② 財源の確保 

 協賛金を確保するため、事業所等にとっても魅力のある大会内容を検討する必要がある。 

 

 

 



● まとめ・所感 

甲府市と刈谷市の大きな違いは、本市では男女共同参画推進委員会からの要望によりスタート

している誘致活動であるが、刈谷市は行政主体で誘致活動を行っている。その点については、こ

れから市内及び県内の女性団体や市民団体に協力を呼びかけ、組織体制を強化していくとのこと。 

2021 年の開催地に本市選定された経緯について伺ったところは、6月 18 日に募集を開始し、3

都市（東京都千代田区、鳥取県倉吉市、本市）から立候補申請が提出され、9月 21 日に開催され

た「日本女性会議 2020 あいち刈谷大会」の第 1回実行委員会の席で、23 名の実行委員審査が行

われ、採決の結果一番多かった本市に決まったとの事。 

本市も来年度以降に実行委員や部会が設置され、準備等が本格化して行くと思うが、是非、甲

府市らしさを前面に出した記憶と記録に残る大会、甲府市から全国の自治体へ、男女共同参画意

識の発信ができる素晴らしい大会になることを期待する。 

 

≪刈谷市 視察写真≫ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 愛知県北名古屋市 

「思い出ふれあい事業（回想法事業）について」（報告者：向山憲稔） 

実施日時 11月2日(金) 

対応者 

    北名古屋市福祉部高齢福祉課地域包括ケア推進室 課長補佐保健師 小島 恵美 

    北名古屋市歴史民俗資料館 学芸員               伊藤 明良 

〒481-8501 愛知県北名古屋市熊之庄御榊 60 番地（北名古屋市役所 東庁舎） 

TEL（0568）22-1111  FAX（0568）26-4477 

 

● 北名古屋市について 

北名古屋市は、愛知県の北西部にあり、南は名古屋市、東は豊山町、西は清須市、北は小

牧市、岩倉市及び一宮市に接している。東西約 6㎞、南北約 4㎞、面積は 18･37 ㎢と比較的

小規模であり、ほぼ全域が名古屋市の都心部から 10 ㎞圏内に位置している。 

中央部を南北に名鉄犬山線が運行しており、名古屋方面、犬山方面と結ばれていることに

加え、名古屋市営地下鉄（鶴舞線）と相互乗り入れしているため、名古屋都心へのアクセス

が極めて容易になっている。また、国道や高速道路が近隣にあり、県営名古屋空港も近く、

広域的にみても交通利便性の高い地域となっている。 

2017 年 4月時点の総世帯数は 35,738 世帯、総人口は 85,176 人。近年は人口増加を続け

ている。 

 

● 地域回想法 

北名古屋市では、昔懐かしい生活用具などを使い、かつて経験したことを楽しみながら皆

で語り合うことによって、脳を活性化させて、気持ち・心を元気にする心理・社会的アプロ

ーチである回想法を 2002 年度から積極的に導入している。 

この回想法を通じて誰もが気軽に身近な地域で、社会資源を活用して、絆を育み地域のネ

ットワークを広げることで、いきいきとしたまちづくりに貢献する。こうした社会参加によ

って地域活性化を目指すものとして「地域回想法」を呼んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 













 
 

 



● まとめ・所感 

回想法の参加者は 65 歳以上が対象で、現在の平均年齢は 70 代前半から 70 代半ばだとい

う。軽度認知障害（MCI）への効果も期待されており、少子高齢化が進む中で、とても興味

深い取り組みだと感じた。 

北名古屋市では「認知症予防には継続的な取り組みが必要」として、回想法を一過性の事

業とせずに、予防活動のために卒業生でつくる「いきいき隊」を結成している。グループを

つくって無理なく楽しく自主活動を行い、メンバーは、回想法を通して幼馴染や旧友のよう

な絆が生まれて、円滑に活動が継続されているという。他人同士が集まって活動すること

で、大きなトラブルもあるのではないかと思ったが、担当者は「トラブルはゼロではないけ

ど、ほとんどない。参加している皆さんが自分たちで何事もまとめる知恵がある」と説明し

てくれた。きっかけは行政が作り出し、その後は自主的な活動を通して関係性を深めてい

く、そして認知症予防にもつながる。高齢者の介護予防と少子高齢化時代のまちづくりに最

適の取り組みだと認識した。 

山梨県では、無尽会の文化が根付いており、北名古屋市における「地域回想法」が自然と

実践されていて、その結果が、健康寿命日本一という結果にも結び付いているのではないか

と思う。地域活動やボランティアに積極的に関わっている人ほど、認知症のリスクが低下す

る、あるいは健康寿命が延びるというデータがあるように、人とのつながり、地域社会との

関係をどのように継続していくかが重要となる。 

北名古屋市の回想法のように、過去を振り返り、その中で社会とのつながりをつくってい

く取り組みは、無尽会のように形を変えて存在しており、どのようにそのような機会を引き

続きもってもらえるか甲府市としての新たな取り組みの必要性も感じた。今回の視察研修で

は、昔の暮らしを再現した歴史民俗資料館も現地で見させてもらったが、ハード面での整備

も含めて、市当局に意見、提言することも検討していきたい。 

 

≪北名古屋市 視察写真≫ 





 
 

 

 

 

 


